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ハマキガの1種の性誘引物賞 `

Sexattractantofthered･bandedleafroller

moth.W.L.Roelofs,HeinrichArn,NiEurc

219,513(1968)

ハマキガの1樫 Red･bandedleafrollermoth

ArgyroEaeniavcluEJ'nana(Walker)の性誘引物質が∫
cis-ll-tetradecadienylacetateと同定された.この

化合物は2方法で合成され,りんご園での野外試験の

結果,強い誘引性があることがわかった.すなわち雌

蛾4万頭の尾苅rLaを塩化メチレンで抽出し,数回フロ1)

シルおよび硝酸駁処理シt)カゲルのカラムクロマトを

行ない精製した.活性物矧 まさらに分取ブノスクロマト

で杭出し,約 200/Lgの誘引物只を得た.粗軸物を絞

った加水分解-アセチル化,災累化,水素添加,ガス

クロマトの結果より,性誘引物質は炭素散14,不飽和

度 1のアルコールアセテートと推定されていたが,描

製物のオゾン酸化 (生成物;propionaldehyde,ll-

acetoxyundecanal),IR(1,740cm~11,240cm~1に酢

恨エステルの吸収),128回のL'1分走作法 (128accum･

ulatedruns)によるNMR(丁9.06,∫-7.5Hztriplet;
W-3位に二試結合を持つ W-メチルのシグナル)の結

栄.cis-ll-tetradecadienylacetate と決定した.

10-bromodecan-1-01のエーテル誘将体を紋安中 1-

butyneの Li塩と反応させ.ll-tetradecyn-1-01を

村.抜触水諺ミ添加-アセチル化によりcl'S異性体を,

披安中 Naの還元-アセチレン化によりtrans体を

村た.また別途 11-bromoundecylacetateとprop･

ionaldehyoleとのWittig反応によっても合成した.

天然性誘引物質のガスクロ,TLC(AgNO31SiO2)分

析の結架は共にcis異性体のそれらと一致した.室内

で cz'S苅性体 0･lFLgは雄蛾に反応を起こさせるが,
transjrJl･仕掛ま100FLgでも全く効力を示さない.

(桑原保正)

ワタリバッタコE)=-からの揮発性物巽の単離

Volatileneutralcompounds'emanating:from

laboratory･rearedcoloriesofthedesertlocust,

SchistocercagregariaM.M.Bligh,J.F.Grove,I

A.McCormicle,I.InsectPhysiol.15,ll-24

(1969)

実験室で飼育したワタリバッタは雌雄共,成熟雌の

存在によって,その成熟が促進されることが知られて

いる.そこで,バッタのコロニーから発散する抑発性

物質の蝉離を試みた.

あらかじめ,水分と炭酸ガスを除去した空気を,良

虫の入った容掛こ通し,排気された空気を捕災するこ

とを考えた.塩基性揮発性物矧 ま,2NIHClで祁災
し,中性部は,ドライアイスまたはドライアイス一枚

体酸素で寂縮させるか活性炭に吸宕させた.GCIMS

で同定したが,毛細管カラムでは.物質のピークが.

水恭気のピークで妨害されたので通将の担体カラムを

用いた.中性部か らは Acetone,methyl･acetate,

ethyl･acetateが見出された.酢面壁エステルは,acetone

の解iTftiF代謝産物である.すなわち,これら3つの化合
物は,制御された環境では,増殖できなかった微生物

感兜の産物であろうと思われる.これら,中性揮発性

物質が成熟促進物Tiであるとは思えないが,toxicな

空気などの要因が成熟促進に好響することも考えられ

るので,この柾の実験を行なう際には,十分制御され

た環境の必要性は強調しすぎることはないと似う.

新しく脱皮したバッタ,あるいは,RIMや,姓鮒孔

を.シ-ルした成熟雄からは.水と炭敢ガス以外の押

発性物矧ま検出されなかった.成熟雄特1J-のにおいは,

無機酸によって消えることから,塩韮性物矧こよるも

のであろうと考えられる. (北村火彬)
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